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2025年10月15日～2025年11月14日の主な出来事

10.15 熊本空港が“くまモン空港”に
熊本空港のあらゆる場所をくまモンのイラス
トなどで飾るキャンペーンが15日始まった。
2026年 3 月15日まで。期間中は熊本空港の愛
称を「阿蘇くまモン空港」に変更する。県の
「くまモンランド化構想」の一環。

10.16 TSMC第 2工場、建設開始
TSMCは16日、熊本第 2工場（菊陽町）の建
設を開始したと表明した。2025年 7 ～ 9 月期
の決算説明会で魏哲家会長兼最高経営責任
者（CEO）が明らかにした。24日には子会社
JASMと菊陽町が立地協定を締結した。

10.19 熊本西環状道路、池上工区開通
熊本市が整備を進めている「熊本西環状道路」
12.5キロのうち、池上工区4.6キロが19日、開
通した。既に開通していた区間と合わせ、熊
本西環状道路の 7割が利用可能となった。交
通量の分散が期待される。

10.21「最賃1,034円は高い」68％
熊本県商工会連合会が会員企業に実施した調
査で、2026年 1 月 1 日に発効する県最低賃金
の時給1,034円について、「高い」または「や
や高い」と答えた企業が68％に上った。今年
度の最低賃金は過去最大となる82円引き上げ
られる。

10.31 アクセス鉄道、上下分離方式で合意
熊本県とＪＲ九州は31日、ＪＲ豊肥線と熊本
空港を結ぶ空港アクセス鉄道について、鉄道
設備の所有や管理と列車運行を分ける上下分
離方式の採用や、快速列車の導入などで合意
したと発表した。

11.6 県内景気「緩やかに回復」　財務局
九州財務局は 6日、10月の熊本県内の経済情
勢報告を公表した。景気の総括判断は「物価
上昇の影響がみられるものの、緩やかに回復
している」として、 9四半期連続で据え置い
た。

11.7 県内景気判断据え置き　日銀
日銀熊本支店は 7日、11月の金融経済概観を
発表した。熊本県内の景気は「緩やかに回復
している」との10月の判断を据え置いた。一
方、住宅投資は「弱めの動きとなっている」
とし、判断を引き下げた。

11.10 熊本市電、新型車両を導入
熊本市交通局は10日、熊本市電に 3両連結の
新型低床車両を追加導入した。全長は21.35
メートルで定員は112人と現行車両の定員平
均の1.5倍。新型車両は 3編成目で、12月に
さらに 1編成導入する予定。

11.13 熊本市、新本庁舎の配置案提示
熊本市は13日、市役所本庁舎の移転建て替え
に伴う新庁舎の各機能の配置案を示した。議
会は同じ棟とし上層部に置く。各部署の執務
機能と災害対策本部機能は中層部に、市民ら
が集う「交流・共創」機能は低層部など各所
に配置する。

11.14 TSMC進出「ビジネス機会拡大」増加
熊本県は14日、2025年度の県民アンケートの
結果を公表した。TSMCの波及効果について、
32.9％が「ビジネスチャンスが拡大した」と
回答した。2024年度の17.9％から15ポイント
増加した。
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